魔の ひととき 

尾花の 白い 幻 や たれこめた 靄が 

もう ム！ 'にも 滴り落ち さうな 

冷えた 涙の わき かへ る わき かへ る 

この 魔の ひとときよ 

とぼとぼと 坂 をく だり 径を ゆけば 

人の 世 は 声 を ひそめ 



轟然と 憫然と 宇宙 は 沈黙す 

され ど 後より 後より 追 まく つてく る 

お - 1 フ どもの 哄笑と 脅迫の 爪 

いか なれば かく も 生の 恥辱に 耐 へて 

生きながら へん と 叫ばん とすれ ど 

その 声 は 馬の いななき となりて 悶絶す 

家なき子の クリスマス 



屈旦乐 

水の なかに 火が 燃え 

夕靄の しめりの なかに 火が 燃え 

枯木の なかに 火が 燃え 

歩いて ゆく 星が 一 つ 



S3 饮 

哥 



底本： 「日本の 原爆 文学 1」 ほる ぷ 出版 

1983 (昭和が) 年 8 月 ー 日 初版 第 ー 刷 発行 

初出： 『外食 食堂のう た』 について は、 「近代文学」 

1949 (昭和お) 年^ 月 号 

他の 8 篇 について は、 「原民 喜 詩集」 細 川 書店 

1951 (昭和^) 年 

※詩の 区切りの 改行 は 2 行 アキに 統一 しました。 

入力 ： ジ ェ ラス ガイ 

校正 ： 砂場 清隆 

2 002 年 7 月^日 作成 

青空 文庫 作成 ファイル " 



この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jp/) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



